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　明治の時代、豊前街道沿いに山鹿の旦那衆が建てた芝居小屋。国指
定の重要文化財の八千代座は、桟敷席、廻り舞台などすべてが健在、
今も坂東玉三郎舞踏公演が定期的に開催される。

主な内容
・平成 21 年度県農業政策・予算に関する要請

・県 JA 女性協議会・同青壮年部協議会と蒲島県知事

との意見交換会

・ガンバッテいます：増田一寿さん、本田晴美さん

・各連合会からのお知らせ

　

明
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
二
十
一
年
の
幕
開
け
は
、
ア
メ
リ
カ
発
の

金
融
危
機
に
端
を
発
し
、世
界
的
な
大
不
況
の
中
に
あ
る
。

　

と
り
わ
け
、
ア
メ
リ
カ
経
済
を
象
徴
す
る
自
動
車
会
社

ビ
ッ
グ
ス
リ
ー
が
、
大
変
な
経
営
危
機
に
陥
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
で
、
日
本
経
済
も
ま
た
、
そ
の
足
元
が
大
き

く
揺
ら
ぎ
始
め
た
。
こ
れ
ま
で
世
界
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業

と
し
て
、
名
を
馳
せ
て
き
た
企
業
が
、
大
き
く
失
速
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
は
、
非
正
規
雇
用
を
中
心
に
大
量
解
雇
が

相
つ
ぎ
、
更
に
は
、
中
小
企
業
の
倒
産
が
増
え
、
深
刻
な

雇
用
不
安
を
招
い
て
い
る
。

　
「
百
年
に
一
度
の
危
機
」
と
も
言
わ
れ
る
今
回
の
金
融
・

雇
用
不
安
は
、
世
界
大
恐
慌
の
様
相
を
深
め
て
い
る
。

こ
の
中
で
、
政
局
が
混
迷
し
て
い
る
。
麻
生
政
権
は
、
発

足
後
三
か
月
余
り
で
、
す
で
に
支
持
率
が
二
十
％
を
割
っ

て
い
る
。
こ
の
危
機
の
中
で
、
政
治
が
強
力
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
果
た
す
と
き
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
権

が
十
分
に
機
能
し
て
い
な
い
。

　
「
い
か
な
る
形
の
政
権
に
な
る
に
し
ろ
、
肝
要
な
の
は
、

世
界
の
先
行
き
に
つ
い
て
の
中
長
期
的
展
望
を
踏
ま
え
た

政
策
を
、
迅
速
か
つ
強
力
に
推
進
す
る
政
治
体
制
で
あ
る

こ
と
。」（
読
売
新
聞
）
と
指
摘
す
る
。

　
「
国
民
が
望
ん
で
い
る
の
は
、
小
手
先
の
雇
用
や
景
気

対
策
を
越
え
た
大
胆
な
ビ
ジ
ョ
ン
と
、
そ
れ
を
実
行
す
る

政
治
の
力
だ
。」（
朝
日
新
聞
）
そ
し
て
現
在
の
危
機
の
克

服
は
、
も
う
一
度
日
本
を
作
り
直
す
く
ら
い
の
大
仕
事
と

指
摘
す
る
。

　
「
政
府
資
金
を
環
境
に
集
中
投
資
し
て
需
要
不
足
を
穴

埋
め
し
、
中
長
期
的
に
環
境
技
術
が
日
本
の
成
長
を
先
導

す
る
経
済
・
社
会
シ
ス
テ
ム
を
め
ざ
す
べ
き
だ
。」（
毎
日

新
聞
）
と
す
る
。

　

そ
し
て
日
本
版
「
緑
の
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
」
に
踏
み
出

す
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。

　

こ
の
危
機
を
乗
り
切
る
た
め
に
、
国
の
有
り
様
を
真
剣

に
考
え
る
と
き
で
あ
る
。



本
県
に
と
っ
て
基
幹
産
業
で
あ
り
、
若
い
人

が
楽
し
く
農
業
が
で
き
る
よ
う
、
皆
さ
ん
と

一
緒
に
熊
本
農
業
の
活
性
化
の
た
め
に
全
力

で
支
援
し
て
い
く
」
と
応
え
た
。
平
成
21
年

度
の
要
請
で
は
、
農
業
・
農
村
振
興
対
策
と

し
て
生
産
コ
ス
ト
に
着
目
し
た
経
営
安
定
対

策
の
確
立
や
［
担
い
手
対
策
］
に
関
す
る
支

援
対
策
、
県
産
農
林
水
産
物
な
ど
の
輸
出
対

策
の
ほ
か
、
新
規
事
業
と
し
て
食
肉
処
理
施

設
整
備
事
業
や
く
ま
も
と
の
農
家
経
営
「
夢

づ
く
り
」
支
援
体
制
確
立
事
業
な
ど
に
つ
い

て
要
望
し
た
。
農
業
予
算
要
望
額
は
、35
項
目
、

21
億
円
余
の
予
算
確
保
に
つ
い
て
要
請
し
た
。

■
主
な
農
業
予
算
要
望
事
項

１
．
水
田
新
産
地
形
成
事
業
（
継
続
）

２
．
水
田
地
域
営
農
体
制
整
備
支
援
事
業

（
継
続
）

３
．
担
い
手
育
成
支
援
事
業
（
継
続
）

４
．
地
域
営
農
組
織
育
成
緊
急
支
援
事
業

（
継
続
）

５
．
野
菜
価
格
安
定
対
策
事
業
（
継
続
）

６
．
肉
用
子
牛
価
格
安
定
事
業
（
継
続
）

７
．
食
肉
処
理
施
設
整
備
事
業
（
新
規
）

８
．
園
芸
新
た
な
挑
戦
強
化
対
策
事
業
（
継

続
）

▲平成 21 年度県農業予算に関する要望を述べる JA 熊本中央会園田俊宏会長

　

園
田
俊
宏
Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
会
長
（
農
政

連
委
員
長
）
を
は
じ
め
各
団
体
の
代
表
が
出

席
す
る
中
で
、
園
田
会
長
が
団
体
を
代
表
し

て
蒲
島
県
知
事
に
要
望
書
を
手
渡
し
、「
県
内

農
業
者
が
希
望
と
意
欲
を
も
っ
て
営
農
に
取

り
組
み
、
活
力
あ
る
地
域
農
業
と
豊
か
な
地

域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、
特
段
の
配
慮

を
お
願
い
し
た
い
」
と
挨
拶
。

　

こ
れ
に
対
し
、
蒲
島
県
知
事
は
、「
農
業
は

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

県
下
盟
友
の
皆
さ
ん
に
は
、
農
政
連
の
事
業
・
活
動
に
つ
き
ま
し
て
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
昨
年
は
、
燃
油
・
肥
料
・
飼
料
等
の
価
格
が
高
騰
す
る
な
ど
わ
が
国

の
農
業
は
、
か
っ
て
な
い
厳
し
い
危
機
的
状
態
に
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た

中
、
県
下
各
地
域
の
Ｊ
Ａ
で
農
業
経
営
危
機
突
破
大
会
が
開
か
れ
、
８
月
30

日
に
は
県
下
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
一
丸
と
な
り
、
白
川
公
園
に
３
、３
０
０
人

を
結
集
し
て
農
業
の
危
機
を
消
費
者
に
訴
え
る
と
と
も
に
、
国
・
県
等
へ
の

緊
急
対
策
を
要
請
す
る
た
め
の
大
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
世
界
の
穀
物
需
給
の
逼
迫
に
加
え
、
中
国
輸
入
食
品
へ
の
不
信
感

の
顕
在
化
か
ら
食
料
の
安
全
性
が
強
く
叫
ば
れ
る
中
、
県
産
の
安
全
・
安
心

な
農
畜
産
物
の
提
供
に
努
め
、
食
料
増
産
・
自
給
率
向
上
の
運
動
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
農
業
交
渉
は
、
農
業
分
野
と
非
農
産
品
分
野
の

モ
ダ
リ
テ
ィ
ー
の
合
意
に
向
け
て
、
今
後
も
公
平
・
公
正
な
貿
易
体
制
確
立

を
め
ざ
し
て
毅
然
た
る
姿
勢
を
示
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
昨
年
末
に
世
界
規
模
で
金
融
危
機
が
起
こ
り
、
景
気
は
冷
え

込
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
て
国
会
に
お
い
て
も
、
衆
議
院
の
解
散
が
先

送
り
と
な
る
な
ど
、
波
乱
含
み
の
展
開
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

本
年
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
く
厳
し
い
情
勢
で
は
あ
り
ま
す
が
、
盟
友
の
付

託
に
全
力
で
応
え
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

盟
友
の
皆
さ
ん
の
御
支
援
と
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
、
平
成

21
年
の
新
た
な
年
に
際
し
、
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

熊本県農業者政治連盟
委員長　園田　俊宏

平
成
21
年
度
県
農
業
政
策
・
予
算
に
関
す
る
要
請

　

Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
・
連
合
会
・
農
政
連
等
の
県
下
農
業
11
団
体
は
、
12
月
18
日
、

県
庁
に
て
平
成
21
年
度
県
農
業
予
算
に
関
す
る
要
望
書
を
、
蒲
島
県
知
事
と
村

上
県
議
会
議
長
等
に
提
出
し
た
。
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県
Ｊ
Ａ
女
性
協
議
会
と
同
青
壮
年
部
協
議
会
約
30
名
が
蒲
島
知
事
と
農

業
に
つ
い
て
意
見
交
換
会
を
開
催
。

　

河
野
大
介
県
青
協
委
員
長
、
三
津
家
敏
子

県
女
性
協
会
長
の
挨
拶
、
そ
の
後
蒲
島
知
事

が
「
熊
本
農
業
の
活
性
化
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。
こ
の
大
不
況
は
農
業
に

と
っ
て
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
２･

３
年
後
に

は
新
し
い
農
業
が
到
来
す
る
」
と
話
さ
れ
た
。

農
村
の
高
齢
化
対
策
や
過
疎
化
な
ど
切
実
な

問
題
を
訴
え
た
。
過
疎
化
に
つ
い
て
、
蒲
島

知
事
は
、「
田
畑
が
荒
れ
て
い
る
現
状
を
目

の
あ
た
り
に
し
て
、
非
常
に
残
念
で
す
。
田

畑
の
荒
廃
地
を
な
く
す
よ
う
、
急
ぎ
対
策
を

検
討
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
る
な
ど
熱
心

な
意
見
交
換
が
行
な
わ
れ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
県
青
壮
年
部
大
会
で
組
織
活

動
実
績
発
表
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
Ｊ
Ａ

や
つ
し
ろ
松
高
支
部
の
「
八
代
か
ら
愛
を
コ

メ
て　
　

給
食
に
新
メ
ニ
ュ
ー
！　
　

米
粉

パ
ン
導
入
へ
の
道
」
の
ビ
デ
オ
を
観
賞
し
、

米
粉
パ
ン
導
入
へ
の
理
解
を
深
め
た
。

県ＪＡ女性協議会と同青壮年部協議会からの
主な意見
・熊本県のトップセールスは有難いと思いますが、さらに米な

ど県の農産物、県農業の PR をお願いしたい。
・四年前からイチゴの「ひのしずく」を栽培しているが、佐賀

県の「甘王」は有名であり、熊本県でも四割が「佐賀ほのか」
となっており、なかなか「ひのしずく」の栽培生産農家が増
えない。県も県産品にもっと力を入れてほしい。

・水竹の子の産地偽装は、生産者を冒とくしているのでなんら
かの対応をお願いしたい。

・土地が空き、荒地が増えているので対策をお願いしたい。
・新規就農者への祝い金が減っているので、ぜひ増額して続け

てほしい。
・地産地消 100％を目指していこうと思っており、直売の市

の立ち上げを計画しているところですので県にも支援をお願
いしたい。

・中山間地では、人口が少なく、若い人がいない中で地産地消
でがんばっている。過疎
地や田舎の方にも目を向
けていただきたい。

・福島知事の時代から農業
の時代が来るといわれて
きました。蒲島知事もそ
ういわれるが本当にくる
のでしょうか。

県知事と意見交換
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Ｊ
Ａ
や
つ
し
ろ 

青
壮
年
部
活
動

　

青
壮
年
部
各
支
部
に
よ

る
小
学
生
や
園
児
と
の
農

業
体
験
の
様
子
で
す
。

　

種
ま
き
か
ら
収
穫
ま
で

を
行
い
、
子
供
達
に
も
大

変
喜
ば
れ
、
食
の
大
切
さ

を
伝
え
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　

地
域
の
行
事
に
も
積
極
的
に
参
加

し
て
い
ま
す
。

下
の
写
真
は
今
年
度
の「
球
磨
川
ま
つ

り
」御
輿
の
部
で
の
参
加
風
景
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
各
支
部
い
ろ
い
ろ
な

行
事
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

青
壮
年
部

で
は
近
年
、

農
業
学
習
会

を
開
催
し
て

い
ま
す
。
盟

友
自
ら
知
識

を
深
め
る
た

め
勉
強
し
て

い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
青
壮
年
松
高
支
部
で
は
、

小
学
校
へ
地
産
地
消
、
米
の
消
費

拡
大
を
目
的
と
し
て
３
、５
０
０
食

を
提
供
し
ま
し
た
。

　

パ
ン
を
食
べ
た
子
供
達
か
ら
は
、

「
も
ち
も
ち
し
て
お
い
し
い
。」
と

好
評
で
し
た
。

　

今
後
も
学
校
給
食
へ
、本
格
導
入

を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
や
つ
し
ろ
青
壮
年
部
（
部
長
：
藤
井
和
章
）
は
11
支
部
、
盟
友
７
７
６
名
で
地
域
農
業
の
担
い
手
と
し
て
地
域
に
密
着

し
た
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
本
年
度
は
、「
食
育
活
動
」
と
し
て
小
学
校
や
幼
稚
園
で
の
農
業
体
験
活
動
や
、
米
粉
を
使
っ
た
パ
ン
を
作
り
学
校
給
食

へ
提
供
す
る
な
ど
食
の
安
心
・
安
全
・
大
切
さ
な
ど
を
伝
え
る
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
農
政
学
習
の
開
催
や
地
域
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

▲藤井部長自ら稲刈り指導▲稲刈りの様子

▲田んぼで綱引き

▲手作りかかしの作成

▲農政学習の様子

▲ＪＡ熊本県青壮年部大会において「組織活
動実績発表の部」で松高支部が最優秀賞
を受賞しました。

▲田植えの様子（左：小学生　右：保育園児）

▲種まきの様子

小 

学
生
・
園
児
と
の
農
業
体
験
学
習

地 

域
の
行
事
へ
の
参
加

農 

政
学
習
会
の
開
催

地 

元
米
を
使
っ
た
米
粉
パ
ン
作
り
学
校

給
食
へ
提
供
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増田　一寿さん
ＪＡ鹿本

●
両
親
の
あ
と
を
継
い
で

　

山
鹿
市
鹿
本
町
は
、水
辺
プ
ラ
ザ
、石
の
風
車
、

特
産
品
で
は
、電
照
菊
、メ
ロ
ン
な
ど
が
有
名
。

　

増
田
さ
ん
は
、昭
和
42
年
11
月
生
ま
れ
。鹿
本
農

業
高
校
を
卒
業
、花
卉
で
有
名
な
滋
賀
県
の
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
栽
培
農
家
で
、土
壌
づ
く
り
か
ら
収

穫
ま
で
、一
連
の
作
業
を
み
っ
ち
り
勉
強
し
ま
し

た
。

　

現
在
は
、両
親
と
と
も
に
菊
60
ａ
、メ
ロ
ン
20

ａ
、水
稲
２
・
８
ha
、麦
３
ha
、大
豆
１
・
３
ha
を
栽

培
し
て
い
ま
す
。

●
電
照
菊
の
栽
培

　

鹿
本
町
で
は
、昨
年
、秋
の
褒
章
を
う
け
ら
れ
た
中

山
輝
房
さ
ん
の
指
導
（
約
50
年
間
）で
菊
栽
培
農
家
が

増
え
、県
下
で
も
ト
ッ
プ
の
生
産
地
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

菊
は
、日
照
時
間
が
短
く
な
る
と
花
芽
を
形
成
し
、

や
が
て
つ
ぼ
み
と
な
り
、開
花
す
る
と
い
う
性
質
を

利
用
し
ま
す
。秋
菊
の
花
芽
形
成
前
の
５
～
８
月
頃

の
夜
間
に
電
球
を
つ
け
て
、菊
に
照
明
を
あ
て
、そ
の

後
９
月
以
降
は
、通
常
の
栽
培
を
行
な
い
ま
す
。需
要

が
高
い
年
末
、年
始
は
、朝
か
ら
夜
ま
で
大
忙
し
。丁
寧

に
仕
分
け
、幾
束
に
も
仕
上
げ
て
、地
元
Ｊ
Ａ
に
出
荷

し
ま
す
。

●
よ
り
よ
い
菊
を
目
指
し
て

　

台
風
の
発
生
す
る
９
月
頃
は
、心
配
で
な
り
ま

せ
ん
。数
年
前
は
、台
風
に
よ
り
露
地
ハ
ウ
ス
の
ビ

ニ
ー
ル
や
鉄
パ
イ
プ
が
損
壊
し
て
、花
や
茎
が
痛

ん
で
商
品
価
値
が
下
が
り
、Ｊ
Ａ
へ
の
出
荷
量
が

減
る
な
ど
大
変
困
り
ま
し
た
。ま
た
、今
年
は
、重

油
や
資
材
が
高
騰
し
、管
理
コ
ス
ト
が
上
昇
、我
家

の
経
営
も
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　
「
こ
れ
か
ら
も
、菊
の
品
種
を
は
じ
め
、土
壌
改

良
や
省
エ
ネ
・
エ
コ
の
観
点
か
ら
、新
し
い
照
明

に
切
り
替
え
る
な
ど
、次
の
生
産
に
繋
が
る
よ
う

な
商
品
価
値
の
高
い
も
の
や
、経
費
節
減
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。」と
熱
心
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

●
青
壮
年
部
の
活
動
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

青
壮
年
部
の
鹿
本
支
部
・
支
部
長
と
し
て
、部
員

の
指
導
や
管
内
の
食
育
活
動
に
活
躍
さ
れ
て
い
る

増
田
さ
ん
は
、８
月
の
鹿
本
招
魂
祭
や
10
月
の
ふ
る

さ
と
自
慢
祭
り
に
も
盟
友
と
参
加
。

　

一
方
、商
工
会
青
年
部
と
一
緒
に
福
祉
協
議
会
を

通
じ
て
、な
か
な
か
温
泉
に
い
け
な
い
方
々
に
温
泉

を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
、温
泉
の
宅
配
を
し
て
い

ま
す
。湯
が
冷
め
な
い
よ
う
に
ボ
イ
ラ
ー
を
焚
き
な

が
ら
、７
月
と
11
月
の
年
２
回
、20
件
ほ
ど
に
配
達

し
て
お
り
、皆
さ
ん
か
ら
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

「
今
後
も
温
泉
の
宅
配
を
続
け
る
と
と
も
に
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、そ
の
輪
を
も
っ

と
広
げ
て
い
き
た
い
。」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

本田　晴美さん
ＪＡあまくさ有明町支部フレッシュミズ

▲フレッシュミズ発表会「舞夢フォーラム」にて

　

本
田
さ
ん
は
、竜
ヶ
岳
町
の
出
身
。キ
ル
ト

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て

活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。十
五
年
前
に
、友
人
の

紹
介
で
現
在
の
ご
主
人
と
知
り
合
い
、結
婚

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、四
人
の
子
供
に
恵
ま
れ
、今
で
は

育
児
、キ
ル
ト
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、そ
し

て
農
業
の
手
伝
い
の
三
足
草
鞋
で
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

●
は
じ
め
て
作
っ
た
タ
マ
ネ
ギ

　

本
田
さ
ん
宅
で
は
、お
母
さ
ん
を
中
心
と

し
て
、米
を
五
十
九
ａ
、清
見
オ
レ
ン
ジ
、デ

コ
ポ
ン
を
二
十
ａ
作
っ
て
い
ま
す
。

　
「
普
段
は
公
民
館
で
キ
ル
ト
の
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
を
し
て
い
て
、農
業
は
農
繁
期
に

手
伝
う
程
度
で
し
た
。二
年
前
に
一
度
、極
早

生
タ
マ
ネ
ギ
を
作
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

種
蒔
き
か
ら
収
穫
ま
で
の
管
理
が
大
変
で
し

た
。特
に
収
穫
は
、作
付
面
積
が
広
く
分
量

も
多
く
、家
族
皆
で
手
伝
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。」

●
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
で
の
活
動

　

本
田
さ
ん
が
所
属
す
る
有
明
町
支
部
フ

レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
で
は
、現
在
二
十
四
名
の
会

員
が
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

い
つ
も
子
供
が
メ
イ
ン
で
、出
来
る
活
動

が
基
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
花
の
寄
せ
植
え
、晩
柑
ゼ
リ
ー
作

り
、浴
衣
の
着
付
け
、が
ま
口
財
布
、ク
ラ
フ

ト
テ
ー
プ
の
バ
ッ
ク
作
り
、親
子
参
加
の
ク

リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
作
り
を
行
い
ま
し
た
。特

に
五
月
に
行
う
ゼ
リ
ー
作
り
は
、今
年
で
三

年
以
上
も
続
い
て
い
ま
す
。出
来
た
ゼ
リ
ー

は
毎
年
有
明
町
の
保
育
園
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

て
い
ま
す
。

　

十
一
月
に
は
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
の
集
い
」

が
開
か
れ
、食
育
と
環
境
に
つ
い
て
体
験
学

習
を
行
っ
た
そ
う
で
す
。

●
今
後
の
期
待
と
抱
負

　

本
田
さ
ん
は
、今
後
の
抱
負
と
し
て
、「
会

員
数
を
増
や
す
こ
と
。そ
の
た
め
に
参
加
し

や
す
い
グ
ル
ー
プ
活
動
を
計
画
し
て
い
ま

す
。地
区
は
関
係
な
し
に
参
加
で
き
て
、五
名

ぐ
ら
い
の
少
人
数
で
行
動
で
き
る
こ
と
。新

し
い
活
動
を
行
う
際
の
事
前
確
認
に
な
る

し
、フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
に
入
会
し
て
い
な
い

方
で
も
、自
由
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
す
れ

ば
、入
会
の
き
っ
か
け
に
な
る
の
で
は
」と
話

さ
れ
ま
し
た
。
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Ｊ
Ａ
中
央
会

Ｊ
Ａ
経
済
連

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
熊
本
は
12
月
26
日
、
10
月

６
日
か
ら
３
か
月
間
実
施
し
た
、
県
民
に
対

す
る
食
料
・
農
業
問
題
へ
の
理
解
促
進
を
訴

え
る
”
街
頭
辻
立
ち
演
説
”
を
当
日
で
終
り
、

経
済
連
会
館
玄
関
前
で
、
役
職
員
約
２
０
０

人
が
参
集
し
終
了
式
を
開
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
園
田
俊
宏
中
央
会
会
長
が
「
全
職
員

に
よ
る
辻
立
ち
演
説
は
、
食
料
・
農
業
問
題

へ
の
理
解
促
進
で
大
き
な
成
果
が
あ
っ
た
と

思
う
。
全
国
で
先
駆
け
実
施
し
た
こ
と
は
意

義
が
あ
っ
た
。
感
謝
し
た
い
。」
と
挨
拶
し

ま
し
た
。

　

こ
の
街
頭
辻
立
ち
演
説
は
、
３
か
月
間
、

熊
本
市
水
道
町
交
差
点
で
月
曜
日
か
ら
金
曜

日
ま
で
雨
の
日
も
欠
か
す
こ
と
な
く
、
朝
８

時
か
ら
１
時
間
、
中
央
会
・
連
合
会
・
専
門

連
の
職
員
４
人
で
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み

実
施
。

　

ノ
ボ
リ
旗
と
横
断
幕
を
添
え
て
、
１
人
15

分
ず
つ
、
通
勤
中
の
市
民
に
マ
イ
ク
を
持
ち

力
強
く
訴
え
続
け
ま
し
た
。

　

延
べ
56
日
、

参
加
職
員
は

４
１
０
人
。そ
の

他
12
月
１
日
は
、

県
下
各
Ｊ
Ａ
で

一
斉
に
統
一
街

宣
デ
ー
と
し
て

展
開
し
、
連
合

会
会
長
等
も
演
説
し
た
他
、12
日
に
は
女
性
部

と
青
壮
年
部
役
員
ら
も
実
施
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
チ
ラ
シ
配
布
街
宣
活
動
で
は
、
４

月
か
ら
11
回
、
熊
本
市
と
福
岡
市
（
2
回
）

で
大
々
的
な
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

式
で
は
最
後
に
、上
村
幸
男
Ｊ
Ａ
熊
本
経
済

連
会
長
が「
今
後
と
も
こ
の
経
験
を
糧
に
、頑

張
っ
て
ほ
し
い
」と
激
励
し
感
謝
し
ま
し
た
。

３
か
月
間
、
４
１
０
人
が
参
加
し

た
街
頭
辻
立
ち
演
説
が
終
了

　

熊
本
県
果
樹
生
産
振
興
対
策
本
部
（
熊
本

県
・
Ｊ
Ａ
熊
本
果
実
連
・
Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連

な
ど
で
構
成
）
は
、
12
月
19
日
、
熊
本
大
学

で
第
２
回
く
だ
も
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、「
毎
日
く
だ
も
の
２
０
０

グ
ラ
ム
運
動
」
の
一
環
と
し
て
、「
く
だ
も

の
の
健
康
機
能
に
関
す
る
知
識
」
等
の
一
般

で
の
広
い
浸
透
と
、
果
物
の
消
費
拡
大
が
目

的
。
近
い
将
来
食
物
摂
取
場
面
で
強
い
影
響

力
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
熊
本
県
内
の
大
学

等
の
栄
養
士
や
教
職
員
の
養
成
学
科
の
学
生

や
職
員
お
よ
そ
１
１
０
人
が
参
加
。
熊
本
県

果
樹
研
究
会
青
年
部
藤
川
貴
臣
部
長
に
よ

り
、「
知
っ
て
！
食
べ
て
！
お
い
し
い
み
か

ん
の
魅
力
」
を
テ
ー
マ
に
、
よ
り
多
面
的
な

果
物
の
情
報
を
知
り
、
将
来
の
食
に
関
す
る

活
動
に
あ
た
っ
て
も
ら
う
た
め
、
果
物
が
で

き
る
ま
で
の
過
程
や
健
康
機
能
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
な
が
ら
、
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
と
Ｊ
Ａ
熊
本
果

実
連
よ
り
、
い
ち
ご
「
ひ
の
し
ず
く
」
や
デ

コ
ポ
ン
・
晩
白
柚

の
試
食
を
し
な
が

ら
、
糖
度
や
お
い

し
く
食
べ
る
時

期
・
保
存
期
間
な

ど
、
く
ま
も
と
の

く
だ
も
の
の
紹
介

を
行
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
学
生
か

第
２
回
く
だ
も
の
セ
ミ
ナ
ー

ら
は
、「
甘
い
！
と
て
も
お
い
し
い
。」
と
い

う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
ひ
の
し
ず
く
は
、

熊
本
の
水
が
き
れ
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
と
み

ず
み
ず
し
い
い
ち
ご
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
つ
け

ら
れ
た
名
前
。
酸
味
が
少
な
く
、
ボ
リ
ュ
ー

ム
感
が
あ
り
、
と
て
も
良
い
香
り
が
し
ま
す
。

　

熊
本
県
花
き
協
会
宿
根
カ
ス
ミ
ソ
ウ
専
門

部
会
は
、
12
月
19
日
、
サ
ン
ロ
ー
ド
新
市
街

で
、
カ
ス
ミ
ソ
ウ
の
ミ
ニ
ブ
ー
ケ
の
街
頭
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ク
リ

ス
マ
ス
に
ち
な
ん
で
、
カ
ス
ミ
ソ
ウ
の
Ｐ

Ｒ
・
認
知
度
ア
ッ
プ
を
図
る
と
と
も
に
、
花

き
の
県
内
消
費
拡
大
を
目
的
と
し
て
行
っ
た

も
の
で
、
今
年
で
２
回
目
。
準
備
さ
れ
た
１
、

０
０
０
個
の
ミ
ニ
ブ
ー
ケ
は
、
お
よ
そ
30
分

程
度
で
無
料
配
布
は
終
了
。

　

熊
本
県
は
、
カ
ス
ミ
ソ
ウ
の
作
付
面
積
・

出
荷
量
共
に
全
国
一
位
で
あ
り
、
作
付
け
面

積
で
は
、
全
国
の
お
よ
そ
４
割
を
占
め
、
関

東
を
中
心
に
、
全
国
各
地
へ
出
荷
を
行
っ
て

い
ま
す
。
配
布
し
た
生
産
者
ら
は
、
大
き
な

声
を
出
し
て
、
全

国
で
一
位
の
カ
ス

ミ
ソ
ウ
を
Ｐ
Ｒ
し

て
い
ま
し
た
。
ア
ー

ケ
ー
ド
の
通
行
客

は
、
と
て
も
き
れ
い

な
カ
ス
ミ
ソ
ウ
を

喜
ん
で
手
に
と
っ

て
い
ま
し
た
。

▲ひのしずくを試食するセミ
ナー参加者たち

▲中央会・連合会職員に感
謝する園田会長

県
内
で
農
業
を
や
り
た
い
人

を
募
集

ー
平
成
21
年
度
熊
本
県
Ｊ
Ａ
農
業

イ
ン
タ
ー
ン
事
業
ー

〝
熊
本
県
で
本
格
的
に
農
業
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
”
Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
は
、
平
成
21
年
度

熊
本
県
Ｊ
Ａ
イ
ン
タ
ー
ン
事
業
を
、
２
月
28

日
ま
で
募
集
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
05
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

て
い
る
も
の
で
、
担
い
手
不
足
が
深
刻
に

な
っ
て
い
る
中
、
他
産
業
に
従
事
し
て
い
た

Ｕ
タ
ー
ン
就
農
希
望
者
や
新
規
参
入
希
望
者

等
に
、
将
来
の
地
域
農
業
の
担
い
手
と
な
る

人
材
の
育
成
・
確
保
を
図
る
た
め
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

08
年
度
の
研
修
生
は
、
現
在
13
名
が
来
年

か
ら
の
独
立
を
目
指
し
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

▽
募
集
対
象
者
＝
年
齢
18
歳
～
55
歳
ま
で
の

男
女
。

▽
募
集
人
員
＝
15
名
程
度
。

▽
研
修
期
間
＝
09
年
５
月
～
10
年
２
月
ま
で

10
か
月
間

▽
研
修
内
容
＝
農
家
実
習
・
中
央
会
等
基
礎

的
研
修
・
Ｊ
Ａ
実
習
等

▽
手
当
＝
研
修
手
当
月
額
５
万
円
程
度
、
住

宅
手
当
月
額
２
万
５
０
０
０
円

▽
選
考
方
法
＝
１
次
・
２
次
選
考
を
経
て
５

月
１
日
に
事
業
ス
タ
ー
ト
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
・
連

合
会
営
農
セ
ン
タ
ー
（
担
当
：
内
田
）・
熊

本
市
南
千
反
畑
町
２
ー
３
・
電
話
０
９
６
ー

３
２
８
ー
１
０
２
７

ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ
「
カ
ス

ミ
ソ
ウ
」
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

▲喜んでカスミソウを手にする
通行客
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Ｊ
Ａ
バ
ン
ク

Ｊ
Ａ
共
済
連

　

い
よ
い
よ
受
験
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
。
受

験
生
の
皆
様
は
夢
に
向
か
っ
て
最
後
の
追
い
込
み

を
さ
れ
て
い
る
事
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
教
育
費
も
年
々
増
加
傾
向
に

あ
り
、
多
額
の
費
用
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
で
は
、
教
育
費
の
お
手
伝
い
と
し
て
、
お

得
な
Ｊ
Ａ
教
育
ロ
ー
ン
「
希
望
」
を
ご
用
意
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

　

高
校
以
上
の
学
校
に
就
学
予
定
、
就
学
中
の
子

弟
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
に
入
学
金
や
授
業
料

等
、
必
要
な
資
金
を
最
高
５
０
０
万
円
ま
で
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
（
平

成
20
年
11
月
4
日(

火)

～
平
成
21
年
3
月
31
日

(

火)

）
に
お
申
込
を
い
た
だ
き
、
平
成
21
年
4
月

30
日
（
木
）
ま
で
に
お
借
入
れ
い
た
だ
き
ま
す
と
、

年
２
・
４
５
％
の
優
遇
金
利
を
適
用
い
た
し
ま
す
。

（
注
１
）
ま
た
、
熊
本
県
農
業
信
用
基
金
協
会
保

証
の
場
合
、
ご
返
済
の
期
間
は
最
高
13
年
６
ヶ
月

以
内
（
据
置
期
間
を
含
む
）
と
な
り
、
据
置
期
間

中
は
利
息
だ
け
の
お
支
払
い
と
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
の
で
、
元
金
は
お
子
様
が
学
校
を
卒
業
さ
れ

て
か
ら
ご
返
済
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。（
注
２
）

　

是
非
、
お
子
様
の
夢
を
叶
え
て
あ
げ
る
た
め
に

ご
利
用
下
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
Ｊ
Ａ
窓
口
に
お
気
軽
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

（
注
１
）・
適
用
金
利
は
金
融
情
勢
等
の
変
化
に
よ

り
上
記
期
間
中
に
見
直
し
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
12
月
末
現
在
の
店
頭
金
利
は
年
５
・
３
０
％
以
内

（
各
Ｊ
Ａ
で
異
な
り
ま
す
）

（
注
２
）
据
置
期
間
…
借
入
日
よ
り
借
入
対
象
子

弟
の
卒
業
予
定
年
月
の
末
日
の
6
ヶ
月
後
ま
で
に

到
来
す
る
利
払
い
日
ま
で
の
範
囲
内

Ｊ
Ａ
教
育
ロ
ー
ン「
希
望
」が
お
手
伝
い

　

Ｊ
Ａ
共
済
で
は
、
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の

交
通
事
故
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

安
全
運
転
に
対
す
る
意
識
を
高
め
て
も
ら
お

う
と
、
平
成
20
年
度
か
ら
全
国
各
地
で
ド
ラ

イ
ビ
ン
グ
シ
ュ
ミ
レ
ー
タ
ー
に
よ
る
安
全
運

転
診
断
を
行
っ
て
お
り
、
県
内
で
の
開
催
は

8
回
を
数
え
て
い
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
ュ
ミ
レ
ー
タ
ー
機
器
搭

載
の
「
き
ず
な
号
」
は
、
実
車
と
同
じ
よ
う

な
感
覚
で
モ
ニ
タ
ー
の
画
面
を
見
な
が
ら
ハ

ン
ド
ル
を
握
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
危
険
場
面
の

運
転
を
体
験
す
る
も
の
で
す
。

　
「
き
ず
な
号
」
は
、
29
イ
ン
チ
モ
ニ
タ
ー

を
3
画
面
使
用
し
て
お
り
、
周
囲
の
音
や
エ

ン
ジ
ン
音
等
も
忠
実
に
再
現
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
カ
メ
ラ
の
設
置
も
あ
り
、
走
行
時
の

左
右
後
方
の
安
全
確
認
な
ど
の
動
作
を
パ
ソ

コ
ン
で
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
過
去
の
事
例
を
参
考
に
、
事
故
を
起

こ
し
や
す
い
場
面
を
再
現
し
た
ド
ラ
イ
ビ
ン

グ
シ
ュ
ミ
レ
ー
タ
ー
は
、
夜
間
や
雨
天
、
山

道
な
ど
の
コ
ー
ス
や
、
ボ
ー
ル
や
通
行
人
の

飛
び
出
し
等
い
ろ
い
ろ
な
場
面
が
設
定
さ
れ

て
お
り
、
体
験
者
の
中
に
は
、
シ
ュ
ミ
レ
ー

タ
ー
の
中
で
事
故
を
起
こ
し
て
し
ま
う
方
も

い
ま
し
た
。
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
ュ
ミ
レ
ー

タ
ー
の
体
験
者
に
は
、「
き
ず
な
号
」
の
運

転
手
が
診
断
結
果
票
に
よ
る
交
通
安
全
指
導

ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
ュ
ミ
レ
ー
タ
ー

で
安
全
運
転
診
断

～
安
全
運
転
に
対
す
る
意
識
を
高
め
よ
う
～

JA 教育ローン商品概要　　　　　　　　　　　　　   ( 平成 20 年 12 月末現在）

保証機関 熊本県農業信用基金協会 三菱ＵＦＪニコス（株）

ご利用
いただける方

・組合員または組合員になれる方
・高校以上の学校に就学予定または
就学中の子弟を有すること
・借入申込時年齢 20 歳以上，最
終償還時 71 歳未満の方
・原則として勤続 ( 営業 ) 年数お
よび地区内居住年数が 1 年以上の
方
・年収が正組合員 150 万円以上，
准組合員 200 万円以上の方

・高校以上の学校に就学予定または
就学中の子弟を有すること
・継続して安定した収入がある方
・原則として借入申込時年齢 20
歳以上 65 歳以下の方
・原則として勤続年数が 1 年以上，
または 2 年以上の営業実績を有す
る方
・三菱ＵＦＪニコス（株）の保証
を受けられる方

お使い道

入学時：入学金など入学時に必要
な資金
在学時：授業料など 1 年以内に必
要な資金とします
( 借入申込日より 2 ヶ月前に支払
済みとなった資金を含む )

・就学子弟の入学金，授業料，学
費および下宿代等とします

お借入限度額
500 万円以内（1 万円単位）とし
ます ( 所要金額の範囲内 )

10 万円以上 300 万円以内（1 万円
単位 ) とします（所要金額の範囲内）

据置期間

借入日より借入対象子弟の卒業予
定年月の末日の 6 ヶ月後までに到
来する利払い日までの範囲内とし
ます

最長 4 年以内（在学期間内）とし
ます

お借入期間
据置期限を含め最長 13 年 6 ヶ月

（在学期間 +7 年 6 ヶ月）の範囲
内とします

10 年以内（1 年単位）とします（据
置期間＋返済期間 6 年以内）

お借入金利 固定金利型：年 2.45％

保証人
原則不要

―
保証会社が必要と認めた場合は必
要となります

ご返済方法

元利均等で次のいずれかの方法 
①毎月払い　②毎月払い＋半年賦
③半年賦
※③については農業者のみとします

元利均等，元金均等で次のいずれ
かの方法
①毎月払い　②毎月払い＋半年賦
③半年賦

担保 不要

保証料
正組合員：年 0.36％
准組合員：年 0.50％

年 1.5%

＊ローンのご利用は、各ＪＡ所定の資格・要件を満たす方に限らせていただきます。
＊ローン商品の詳しい内容については、店頭に説明書をご用意しております。
＊店頭にて返済額の試算を承っております。
＊審査の結果、ローン利用のご希望に添えない場合もございますので、ご了承ください。
＊ローンをご利用中に、繰上げ返済を行う場合や返済条件を変更する場合には、別途各 JA 所定の手数料（最大
5,250 円：税込）が必要となることがあります。詳しくはＪＡにお問合せ下さい。

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故
は
、
加
齢
に

よ
る
身
体
機
能
の
低
下
に
よ
る
も
の
が
多

く
、「
自
分
は
大
丈
夫
」
と
い
う
「
過
信
」

や
「
う
っ
か
り
ミ
ス
」
に
よ
る
も
の
が
、
大

半
を
占
め
て
い
ま
す
。
ご
自
身
の
運
転
を
見

直
す
機
会
を
ご
提
供
す
る
こ
と
で
、
Ｊ
Ａ
共

済
は
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。
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JA熊本中央会

「よい食プロジェクト」を展開します。
　JA グループでは、生活者の食料についての不安や不信の高まりによる、安全・
安心な国産農畜産物や日本農業への関心が従来にもまして高まってきている状
況をふまえ、「みんなのよい食プロジェクト」を始動させました。
　このプロジェクトは、これからの日本人にとって「よい食」とは何かを、日
本の農家と JA グループ、そして消費者のみなさんが一緒になって考え、行動
していく運動です。

●　

水
仙
は
、
雪
の
降
り
積
も
る
中
で
も
、
花
を

咲
か
せ
て
春
の
訪
れ
が
近
い
こ
と
を
知
ら
せ
る

雪
中
花
。
本
年
は
、
い
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

に
。

一
月
に
咲
く
花
【
水
仙
】

　

ス
イ
セ
ン
の
名
は
、
漢
名
を
音
読
み
し
た
も

の
で
す
。

　

中
国
で
は
、
ス
イ
セ
ン
が
水
辺
を
好
ん
で
繁

茂
、
そ
の
姿
や
芳
香
か
ら
「
水
の
仙
人
」
と
呼

ん
だ
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。

　

英
名
で
は
、
ナ
ル
シ
サ
ス
と
呼
ば
れ
ギ
リ

シ
ャ
神
話
に
遡
り
ま
す
。

　

ち
な
み
に
ナ
ル
シ
ズ
ム
（
自
己
陶
酔
）、
ナ

ル
シ
ス
ト
（
自
己
陶
酔
者
）
は
、こ
の
ギ
リ
シ
ャ

神
話
か
ら
来
て
い
ま
す
。

　

本
州
以
南
の
暖
か
い
海
岸
近
く
で
野
生
化
し

群
生
、
越
前
海
岸
あ
た
り
で
は
花
の
絨
毯
が
広

が
り
、
福
井
県
の
県
花
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

栽
培
も
育
て
方
も
比
較
的
簡
単
で
白
、
黄
色
の

花
の
美
し
さ
、
香
り
の
よ
さ
か
ら
早
春
の
花
と

し
て
愛
好
家
が
多
い
。

 (

花
こ
と
ば)　

自
己
愛

　

ヒ
ガ
ン
バ
ナ
科
／
多
年
草
／
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
方
面

●　

盟
友
の
皆
様
の
ご
意
見
や　

周
辺
地
域
の
話

題
、
写
真
等
、
各
地
区
の
総
支
部
・
支
部
（
Ｊ

Ａ
本
・
支
所
）
へ
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚

に
存
じ
ま
す
。

連
絡
先　

熊
本
県
農
政
連

電　

話
０
９
６
ー
３
２
８
ー
１
２
８
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
６
ー
３
２
６
ー
５
８
０
７

08481050144

詳しくは、お近くの JA（農協）へお問い合わせください。
■ホームページアドレス　http://www.ja-kyosai.or.jp

あけましておめでとうございます。
今年も、JAバンクとご一緒に。

JAバンク熊本

前向きに生きるために “ 治すこと ” をいちばんに考え
た「がん」専門の保障です。

高度な専門治療が必要なことも多い「がん」は、医療費の負担が高額に
なることもしばしばです。JA の「がん共済」なら、「がん」と診断され
たときから、入院・手術はもちろん退院後の在宅療養まで、あらゆる「が
ん」を一生涯、保障いたします。

入
院
・
手
術
か
ら
療
養
ま
で
、

す
べ
て
の
「
が
ん
」
に
頼
れ
る
備
え
を
。
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